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１．はじめに 

液状化地盤の側方流動や鉛直方向の沈下が住宅建物に甚大な被害を及ぼす危険性があることは周知の通りである。そ

のため，地盤調査の段階で地盤の液状化判定や液状化地盤における鉛直方向の沈下予測が重要となっている。近年国内

において，電気式コーン貫入試験に関わる試験装置が大幅に改善され，試験費用もかなり下がったことにより，実務経

験が徐々に蓄積され，建築分野においても地盤調査手法としての適用が広がりを見せている。 

本報文は東北地方においてある戸建て住宅の地盤調査手法としてコーン貫入試験を適用した例を紹介し，試験データ

に基づいて液状化判定や液状化による鉛直方向の沈下予測の結果について述べる。 
２．多成分コーン試験概要 

1)試験装置 今回使用した圧入機は，図-1に示すアースアンカー方

式簡易反力機構を備えた 16t 小型圧入機 66DT である。この圧入機の

特徴としては，アースアンカー反力方式のほか，パーカッションお

よびボーリング機能などが挙げられる。また，プローブは Vertek

社製サイスミックコーンを付加した 5 成分で，許容先端抵抗応力度

が 100MPa のものを使用した。 
2)試験内容 土質分類や液状化の判定，液状化による影響として液

状化指数(Pl)及び地表水平変位(Dcy)を検討するためにコーン貫入

試験を実施した。 

3)試験手順 コーン貫入試験は調査地点においてアースアンカーを

設置して，静的圧入により試験を実施した。試験途中で硬い層によ

り静的貫入ができなくなった場合は，まずはパー

カッションに切替える。パーカッションでも抜け

ない場合はボーリングを行う手順で，硬い地層を

貫通する。硬い地層を通り抜けてから静的貫入を

再開する手順で試験した。 
３．試験結果 

1) ３成分試験結果および土質分類 

コーン貫入試験結果，換算Ｎ値を図-2 に示す。

換算 N値は Jefferies and Davies(1993)が提唱し

た方法により算定した。今回の試験においては最

大先端抵抗 qt が約 25MPa で，最大換算Ｎ値が 45

程度になっている。過剰間隙水圧は殆どなく静水

圧を示す。 

土質分類結果を図-3 に示す。表層(GL-2.0m まで)が埋め土で，それ以深は砂層

であることがわかる。 

2) 液状化判定 

液状化の判定は，P.K. Robertson & C.E. Fear(1996)が提案した方法を用いる。

その手順を以下に示す。 

ａ 地震時の繰り返しせん断応力比(CSR)を算定 
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図-1 ＣＰＴ試験圧入機 
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図-2 コーン貫入試験結果

図-3 土質分類結果 

( )

5.7/0.2:)(:015.01

'
11.0

'
2

max

max

=−=

−==

MsmmDepthzzr

r
g

MCSR

d

d
VO

O

VO

av

　　α

σ
σα

σ
τ



図-6 地表変位 
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ｂ 液状化抵抗比(CRR)を算定 

1）正規化ｺｰﾝ先端補正抵抗(qc1N)を算定する。 

 

 

 

2）土質性状タイプ指標(Ic)を算定する。 

 

 

 

3) 細粒土含有率(FC)を算定する。 

 

4) 正規化ｺｰﾝ先端補正抵抗(qc1N)の補正値(・qc1N)を算定する。 

 

 

 

5) クリンサンドの正規化ｺｰﾝ先端補正抵抗(qc1N)csを算定する。 

 

6) 液状化抵抗比(CRR)を算定する。 

 

 

 

ｃ 液状化安全率(FL)を照査 

 

 

 図-4に液状化判定結果を示す。図-4をみると地表に3.5 m程度，GL-18m

から 1.5 m 程度の液状化層があることがわかる。特に地表部の液状化層は

液状化が発生した場合に大きな影響を及ぼす可能性がある。その影響

を検討するために，液状化指数及び地表水平変位を計算してみた。そ

の結果を図-5 および図-6 に示す。図-5 をみると地表部における液状

化指数が 6.4 で，影響が大きいと判定される。一方，図-6をみると地表

部における液状化による地表変位(鉛直，水平共に)が 7.2cm で，影響が

小さいと判定される。両者合わせるとこの地盤において液状化が発生し

た場合，上の建物に対する影響度は中程度と思われる。しかしながら，GL-18m の液状

化層の上に厚い非液状化層があるため，地表部の液状化層のみ検討すればよいということになる。よって今回の地盤に

おいては，液状化による影響は軽微または小さいと判断される。 

 

４．まとめ 

土質分類や液状化の判定，液状化による影響として液状化指数(Pl)及び地表水平変位(Dcy)を検討するためにコーン貫

入試験を実施した。今回の試験により，次の結論が得られた。 

①コーン貫入試験により，地盤構成や液状化の判定ができた。 

②液状化指数(PL)により今回の地盤が液状化した場合上部建物に及ぼす影響が大きいと判定される。 

③地表変位(Dcy)により今回の地盤が液状化した場合上部建物に及ぼす影響が小さいと判定される。 

④液状化指数および地表変位をもって判定すると，液状化影響度は中程度と判定される。 

⑤非液状化層が厚いため，地表部の液状化層のみ検討すればよいということになる。よって今回の地盤においては，

液状化による影響は軽微または小さいと判断される。 

⑥コーン貫入試験は土質分類や液状化判定，液状化影響の検討として，有効な調査手法である。 

 今後は液状化模型実験を行い，地盤の液状化が建物に及ぼす影響を検証してゆきたいと考えている。 
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図-4 液状化判定結果 

図-5 液状化指数 
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